
３日目の観光はまだまだ続く。。。
あ、最初に泊まったゲストハウスは１日で止めて別のホテルにしました。
だって周辺の治安が悪そうだったんだもん。

というわけで、「トマノン」（泊まのん）を見学。 。。。つまらないかも。。。

霊感なんてほとんどない私。
しかしここでは感じてしまった。うふん

この奥に首のない大仏がいます。
写真を撮りに行き、
その大仏を見た瞬間ぞっとしました。
気の弱い私は一目散に逃げたのです。
他の人は平気で見ていたのに。。
写真なんてとんでもない！状態でした。
あー怖かった。



カンボジアの子供は暑さ知らず。 カエルさんも干からびちゃいました。
遺跡の側では物を売りたくてまとわりつく。
エジプトと同じ光景でした。

何か食いもんねぇかなー。

牛さんも結構痩せています。

さーて。勝利の門をくぐって、「プリア・カン」に行きましょう。

長い間森の中に潜んでいた
アンコール遺跡群。
発見された当時の様子を
思うだけでもドキドキしちゃう。



遺跡内部は損傷が激しく、
いたるところ崩れています。

だからこそ、
こういう誰も来ないような場所に
バッチリ☆出会えるのです。
うれしいわー♪

だったら私を助けなさい。
石に埋もれて苦しいんだから



宗教戦争の際、彫ってあった仏像などを 女性の神様の顔までも。。。
敵に削り取られてしまったそうな。 「顔返して！顔は女の命なのよ！」

長い回廊の側に
今日を生きるのに精一杯の人の姿。。。

姉妹でしょうか。



何気にバランスの悪い頭（葉っぱ）を持った樹木。
「切られたってめげないぜ。」

「すばらしい遺跡ね。」
またまた言葉を失う母。

「素敵ねーーーー☆」
どこまでも気楽な娘。



ほぎゃっっっ。

またまたこりゃすごい。



大変すごい樹木さんなので。。。

←驚いてみたり、

↓休んでみたり、

←遺跡を支えてみたりしたんですが、

「勝手なことせんといて。」

ありがた迷惑だったようです。



仕方がないので 遺跡の皆さん？と同じポーズしてみました

珍しく２階建ての建物。 首のない大仏さま。
今回は何も感じませんでした。

また像が削り取られた跡があります。 私じゃ代わりになれませんかしら？

☆カンボジアの旅は明日へと続くのです☆


